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粟野霊園計画

県
森
瞥
甘
「
影
響
最
小
限
に
J

富
秦
野
宮
沢
熟
覧

餌
蘇
諏
踊

り
、
県
森
林
審
議
会
の
宮

林
茂
幸
会
長
（
東
京
農
大

教
授
）
が
今
月
1
4
日
付
で
、

隋
発
許
可
を
黒
岩
祐
治
県

知
事
に
答
申
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
た
だ
も

答
申
で
は
一
「
尭
重
な
動
鱒

物
の
生
息
地
へ
の
影
響
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う

配
慮
す
る
」
　
「
開
発
後
は

重
な
動
橋
物
の
生
育
環

境
を
保
全
す
る
な
ど
、
生

物
多
様
性
の
埠
元
に
最
大

限
配
慮
す
る
」
こ
と
を
求

め
る
、
重
荷
帝
事

項
を
付
け
た
。

県
は
答
申
を
受
け
、
広

さ
約
1
9
万
8
0
0
0
平
方

川
町
）
か
ら
申
沸
さ
れ
て

い
た
、
林
地
開
発
の
許
可

手
続
き
を
進
め
る
。

周
辺
は
、
落
葉
宴
樹

㍍
の
登
園
を
計
画
し
て
い

る
公
益
財
団
法
人
「
相
模

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
」
（
愛

の
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
が
群

東
し
、
1
9
9
0
年
の
県

環
境
評
価
書
で
「
極
め
て

良
好
な
自
然
緑
地
で
植
生

的
に
も
重
要
」
と
、
最
高

の
Å
旦
打
撃
に
評
価
苦

れ
た
。
阻
虻
オ
オ
ム
ラ

サ
キ
町
県
内
最
大
級
の
繁

殖
地
で
あ
り
、
国
内
で
は

八
国
見
山
で
し
か
生
育
し

て
い
な
い
せ
さ
れ
る
カ
ン

ア
オ
イ
席
の
「
ナ
カ
イ
カ

ン
ア
オ
イ
ー
な
ど
希
少
種
、

貴
重
種
を
含
め
た
動
植

物
の
蟄
庫
と
な
っ
て
い

る。
同
法
人
の
計
画
で
は
、

八
国
見
山
の
山
頂
付
近
か

ら
尾
根
の
が
け
を
削
っ
て

谷
を
埋
め
立
て
、
緩
斜
面

の
霊
園
を
造
成
す
る
。
羊

の
た
め
、
先
月
1
3
日
に
開

か
れ
た
同
義
会
（
委
早

1
5
人
）
で
は
、
出
席
し
た

要
員
l
a
人
中
7
人
督
諸

発
に
彗
貰
対
応
を
求
ぬ

る
発
音
が
あ
り
、
こ
う
し

た
患
曇
義
げ
、
開
発
許

可
の
答
申
で
は
異
例
の
付

帯
事
項
が
付
け
ら
れ
た
。

し
か
し
、
霊
園
の
計
画

面
帝
が
広
い
う
え
、
遷
成

に
伴
う
大
量
の
樹
木
の
伐

採
で
乾
燥
化
が
進
み
、
動

植
物
の
生
息
・
生
育
囁
境

の
悪
化
は
避
け
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
い
っ
た
ん
破

登
さ
れ
た
生
物
多
種
姐
の

再
生
は
極
め
て
難
し
い
－

1
と
い
う
の
が
、
－
動
植
物

専
門
家
の
共
通
認
識
と
な

っている。．

霊
園
開
発
に
反
対
す
る

住
蔑
グ
ル
ー
プ
「
渋
沢
丘

讐
考
漁
る
会
」
　
（
日
置

）
や
自
然
傑

議
文
と
黒
岩
知
事
へ
の
要

く
提
出
す
る
。

【
高
橋
和
夫
】


